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【はじめに】 

水晶体等価線量は3 mm線量当量にて測定評価することがICRP等にて推奨されている。DOSIRISはLiF素子

を用いたTLD線量計であり3 mm線量当量を測定評価できる。これまで当研究室では、DOSIRISの基礎的特性に

ついて検討を行ってきたが、今回我々は、さらに調査期間（データ）を増やして測定評価を行い、より詳細な評

価を行った。 

 

【方法】 

DOSIRISの長期的な安定性再現性とFadingについて、従来よりも測定評価回数と期間を増やし、より詳細な検

討を行った。IVR用X線装置（東芝Infinix Celeve-I 8000）を用い、電離箱線量計（Radical、Model 9015、6cc指頭

型）を基準線量計として使用して実験した。 

 

【結果】 

水晶体線量計DOSIRISの長期的な再現性は、16か月の測定では変動係数は平均約5%程度と良好だった。 

また、照射後1～2ヶ月以内に読み取りを行うことで、フェーディングの影響はあまり大きくないことが分かり、175

日後のデータでは約20%程度と影響が大きくなることが分かった。 

 

【まとめ】 

DOSIRISの基本特性はほぼ良好であることが分かった。よってDOSIRISは、IVR領域のエネルギにおける水晶

体職業被ばく測定器として、十分な基本特性を有していると思われた。 
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